
10市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－367411

市
で
は
、
税
を
滞
納
し
納
税
の
意

欲
が
み
ら
れ
な
い
人
に
対
し
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
合
同
で
公
売(

売
却)

し
て

売
却
代
金
を
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税

に
充
て
て
い
ま
す
。
今
回
の
公
売
は

入
札
方
式
に
よ
り
片
品
村
、
み
な
か

み
町
、
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所

と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

と
き

12
月
２
日(

火)

午
後
２
時(

午

後
１
時
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

県
利
根
沼
田
振
興
局
庁
舎

４
階
４
０
１
会
議
室

物
件
に
つ
い
て

本
市
の
物
件
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
公
売
内
容

や
最
低
公
売
価
格
、
公
売
保
証
金

は
、
市
の
掲
示
板
に
公
告
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

持
参
す
る
も
の

公
売
保
証
金
、
印

鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が
、「
畑
」や「
田
」

の
農
地
物
件
の
買
い
受
け
希
望
者

は
、
農
業
委
員
会
が
交
付
す
る「
買

受
適
格
証
明
書
」を
公
売
当
日
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地

法
申
請
書
受
付
期
間(

９
月
10
日(

水)

〜
16
日(

火)

、
10
月
９
日(

木)

〜
15

日(

水))

内
に
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会

事
務
局
1
内
線
３
２
４
０
へ

そ
の
他

公
売
は
、
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
入
札
前
に
実

施
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

市
外
物
件
の
問
い
合
わ
せ

合
同
公

売
す
る
市
外
物
件
の
詳
細
は
、
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
片
品
村
住
民
課
1

２
１
１
１

◆
み
な
か
み
町
税
務
課
滞
納
整
理
室

1

２
１
１
１

◆
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所
県
税

課
収
納
係
1

４
３
３
６

７
月
20
日(

日)

か
ら
３
年
間
、
農

業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
、()

内
は
担
当
地
区
、
●

は
選
任
、
▼
は
選
挙
に
よ
る
選
出

●
会
長
／
松
井
富
雄
●
会
長
職
務
代

理
者
／
金
井
嘉
延
▼
白
石
淳
一(

東

倉
内
町
、
西
倉
内
町
、
材
木
町
、
上

之
町
、
馬
喰
町
、
中
町
、
坊
新
田
町
、

下
之
町
、
鍛
冶
町
、
榛
名
町
、
清
水

町
、
薄
根
町)

●
霜
垣
正
志(

柳
町
、

高
橋
場
町
、
桜
町
、
上
原
町
、
東
原

新
町
、
西
原
新
町)

▼
川
上
誠
一
郎

(

戸
鹿
野
町
、
新
町
、
沼
須
町)

▼
松

井
雅
嗣(

上
沼
須
町
、
横
塚
町
、
栄

町)

▼
永
井
利
衞(

下
久
屋
町
、
上
久

屋
町
、
久
屋
原
町)

▼
宮
下
庄
吉(

佐

山
町
、
中
発
知
町)

▼
斎
藤
岩
男(

上

発
知
町)

▼
左
部
正
一
郎(

発
知
新
田

町
、
奈
良
町
、
秋
塚
町)

▼
松
井
則

雄(

下
発
知
町
、
岡
谷
町)

▼
桑
原
理

市(

下
沼
田
町
、
白
岩
町
、
硯
田
町
、

恩
田
町)

▼
安
原
文
雄(

井
土
上
町
、

宇
楚
井
町
、
原
町
、
堀
廻
町)

▼
木

村
清
司(

大
釜
町
、
善
桂
寺
町
、
石

墨
町)

▼
金
子
善
吉(

戸
神
町
、
町
田

町)

▼
小
林
求(

上
川
田
町)

▼
石
井
高

光(

下
川
田
町
宮
塚
・
滝
・
平
井

・
内
宿)

▼
伊
与
久
照
雄(

下
川
田
町

前
宿
・
前
原
・
田
中
・
入
沢
・
横
子

・
旭
・
大
竹
、
今
井
町
、
屋
形
原
町

篠
尾)

▼
生
方
一
世(

屋
形
原
町
北
原

・
久
保
・
広
瀬
・
下
新
道
・
鍋
沢
、

岩
本
町)

▼
小
林
康
弘(

高
平)

▼
南

美
喜
雄(

生
枝
、
岩
室)

▼
宮
田
和
夫

(

尾
合
、
平
出)

▼
中
林
亘(

上
古
語

父)

▼
小
林
玉
男(

下
古
語
父)

▼
清

水
文
明(

追
貝)

▼
吉
野
幸
克(

平
川

伊
香
原
・
立
沢
・
平
原)

▼
井
上
嘉

輝(

平
川
広
内
・
駒
寄
・
上
・
中
・

下
組
、
千
鳥)

▼
金
子
美
代
次(

大
楊
、

高
戸
谷)

▼
青
木
★(

老
神
、
大
原
、

園
原)

▼
鈴
木
正
夫(

穴
原
、
柿
平
、

日
向
南
郷
、
日
影
南
郷
、
青
木
、
砂

川)

▼
小
菅
利
雄(

根
利
、
小
松)

▼

佐
々
木
勝
美(

輪
組
、
二
本
松)

▼
見

城
覚(
多
那)

●
片
山
あ
い
子
●
塩
野

豊
栄
●
小
林
由
喜
子

物
件
番
号

物件の表示など(本市の公売物件)

所在地

沼田市利根町
高戸谷字橋場
14-1

土地
建物

土地587.12㎡

建物276.38㎡

地目 地積(㎡)

１

農
地
法
と
は
、
農
地
と
そ
の
耕
作

者
の
権
利
保
護
や
食
料
の
安
定
供
給

を
目
的
に
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
農
地
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
の
法
律

で
す
。

農
地
の
権
利
移
転
や
農
地
を
農
地

以
外(

宅
地
な
ど)

の
用
途
に
使
用
す

る
た
め
に
は
法
律
に
基
づ
い
た
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
せ
ず
に

行
っ
た
場
合
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
農
地
法
の
申
請
手
続
き
に
は
い

ろ
い
ろ
な
要
件
が
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
地
元
の
農
業
委
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

許
可
の
解
説

第
３
条
許
可

農
地
を
農
地
と
し
て

使
用
す
る
た
め
権
利
設
定
や
移
転

を
行
う
と
き

第
４
条
許
可

自
分
の
農
地
を
自
分

で
農
地
以
外
に
使
用
す
る
と
き

第
５
条
許
可

農
地
の
所
有
者
以
外

の
人
が
農
地
以
外
に
使
用
す
る
た

め
権
利
設
定
や
移
転
を
行
う
と
き

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

1
内
線
３
２
４
０
へ

知
っ
て
お
き
た
い

農
地
法
の
手
続
き

不
動
産
を
合
同

公
売
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
徴
収
対
策
室
　

1
内
線
３
１
６
０

対象 市内に在住、または在勤の人

受講料 無料(教材費については実費負担)

申し込み ９月11日(木)から24日(水)までに電話、または直接中央公民館窓口へ

※受付時間は、午前８時30分から午後５時15分まで(土・日曜日、祝日を除く)。先着順で定員となり次第受け付け終了

■沼田の歴史講座

とき 10月７日、21日、11月11日、25日、12月２日の各火曜日午後２時～４時(全５回)

※11月11日(火)は、午後１時～４時30分

内容 利根沼田の街道と宿場(東西南北に走るさまざまな旧道と真田氏が開いた八宿)／郷土の絹蚕業遺産(薄根の大ク

ワ、利根の風穴、馬鳴菩薩像など)／文化財や絹遺産を訪ねる見学会(池田・薄根地区、義民の墓・風穴・大クワ・道

祖神など)／農民騒動そして剣術の騒動(江戸末期に起きた見取騒動や園原騒動)／沼田周辺の伝説、民話、史話(追母

薬師悲話・田植え地蔵・義経落人伝説など)

講師 市文化財調査委員　金井竹徳さん

定員 30人

教材費 無料

■スポーツ吹き矢教室

とき 10月17日、24日、11月７日、14日、21日、

28日の各金曜日午後２時～３時30分(全６回)

講師 勝見綾子さん

定員 16人

教材費 3,000円(全期分)

中央公民館の教養教室

ライフスタイルなどの変化により、近年の家族形態は核家族

や共働き世帯が増えています。また、少子高齢化、人口減少も

進む中で子育てや介護についての問題も多くなってきています。

このような大きな社会の変化の中で、今後も幸せな家庭を築

くためには何が必要かを、｢リング｣｢らせん｣の作者であり、自

称｢文壇最強の子育てパパ｣でもある鈴木光司さんにお話しいた

だきます。どなたでも参加できます。気軽にお出掛けください。

とき ９月27日(土)午後１時30分開演

ところ 保健福祉センター４階ホール

演題 新しい家族のあり方～これからの

パートナーシップ～

講師 鈴木光司さん(作家)

入場料 無料

申し込み 電話、またはファクス(○22８
４４４)、Ｅメール(numatanchi@ia5.i

tkeeper.ne.jp)で生活課協働推進係へ

※託児を希望する人は９月19日(金)までに予約が必要です
問い合わせ 生活課協働推進係(保健福祉センター内)1内線７

６２１２へ

男女共同参画講演会＆講座の参加者を募集します
市制施行60周年記念事業講演会

誰もが自分らしく生きるために

問い合わせ　中央公民館1○23０１４３

スポーツ吹き矢教室

沼田の歴史講座

鈴木光司さん

ぐんま男女共同参画センター｢とらいあんぐるん

大学連携講座｣の参加者を募集します。

自分たちの生活と男女共同参画との関連について

学ぶ講座を、東京家政大学と共同で開催します。

受講料 無料

申し込み 電話でぐんま男女共同参画センターへ

問い合わせ ぐんま男女共同参画センター1０２７

(２２４)２２１１へ

講座

※各回とも午後１時30分～３時30分開催
※全日程参加が原則ですが、各回だけの参加も可能です

読売新聞東京本社取
締役メディア局長
福士千恵子さん

女性の活躍と
日本の未来

ぐんま男女共同
参画センター 60人10月25日

(土)

回

1

共愛学園前橋国際大
学副学長
大森昭生さん
同大学地域共生研究
センター顧問
宮崎俊弥さん

繭と生糸とか
かあ天下～群
馬の女性の今
と昔～

群馬県生涯学習
センター 100人11月16日

(日)2

東京家政大学女性未
来研究所長
樋口恵子さん

これからの育
児と介護

ぐんま男女共同
参画センター 60人11月22日

(土)3

東京家政大学看護学
部看護学科講師
齋藤正子さん

防災とジェン
ダー～男女共
同参画の視点
から防災を考
える～

ぐんま男女共同
参画センター 60人12月６日

(土)4

テーマ とき ところ 講師定員
(先着順)


